
 

 

２０２３年１月１６日 

 

各位 

 

ＥＮＥＯＳ株式会社 

北海道エネルギー株式会社 

 

室蘭市高砂地区の水道水からベンゼンが検出された事案に関する 

住民の皆様へのご説明について 

 

 

ＥＮＥＯＳ株式会社（社長：齊藤 猛、以下「ＥＮＥＯＳ」）と北海道エネルギー株式会社（社長：

木村 信広、以下「北海道エネルギー」）は、１月１５日（日）に室蘭市主催にて開催された「第２回

高砂町１丁目水質基準値超過に係る住民説明会」に出席しましたので、その内容につきお知らせい

たします。 

 

本説明会において、ＥＮＥＯＳから当該地域の住民の皆さまに対して、「これまでの経緯」、「ＳＳ

敷地内・外におけるボーリング調査結果」、「現時点において推定される漏洩時期と漏洩量」および

「今後の対応」について説明いたしました。詳細については添付資料をご参照ください。 

 

 ＥＮＥＯＳならびに北海道エネルギーは、健康影響および土壌・地下水の汚染への対応策をはじ

め、本説明会において、住民の皆さまからご指摘をいただきました様々な課題に、住民の皆さまお

一人お一人のお話をお伺いしながら、真摯に向き合い、適切に対応してまいります。 

 

当事案により、当該地域の住民の皆さまに、ご心配、ご迷惑をおかけしておりますことを、改めて

深くお詫び申し上げます。 

 

添付資料：室蘭高砂ＳＳにおけるガソリン漏洩に関するこれまでの経緯と今後の対応について 

 

 

以 上 

 
（お問合せ先）  

ＥＮＥＯＳ株式会社  広報部 広報グループ 03-6257-7150 

北海道支店 総務グループ 011-251-4555 

北海道エネルギー株式会社 

販売企画部 販売企画課 070-7400-3983 

受付時間  平日 9：00～17：00  

 



２０２３年１月１５日 

                     Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ 株 式 会 社 

北海道エネルギー株式会社 

 

室蘭高砂ＳＳにおけるガソリン漏洩に関する 

これまでの経緯と今後の対応について 

 

 

１．これまでの経緯について・・・『資料①』 

（１）ＳＳ概要 

（２）経緯 

２．ＳＳ敷地内・外におけるボーリング調査結果について・・・『資料②』 

（１）敷地内調査（７地点）の結果 

（２）敷地外調査（２０地点＋３地点）の結果 

３．現時点において推定される漏洩時期と漏洩量について・・・『資料③』 

（１）漏洩時期 

（２）漏洩量 

４．今後の対応について・・・『資料④』 

（１）追加検査（ＰＥＴ） 

（２）土壌・地下水汚染の浄化作業 

 

 

以 上 



 

 

室蘭高砂ＳＳにおけるガソリン漏洩に関する 

これまでの経緯について 

 

 

１． 室蘭高砂ＳＳの概要 

名 称 Ｄｒ．Ｄｒｉｖｅ室蘭高砂店 

住 所 北海道室蘭市高砂町１丁目２５－１３ 

開所時期 １９７３年１２月 

改造時期 １９９０年１１月 

設備・敷地の所有者 

設備：ENEOS㈱所有 

土地：㈱ENEOS ﾌﾛﾝﾃｨｱ所有 

  (ENEOS が賃借) 

運営者 北海道エネルギー㈱ 

 

 

２． ガソリン漏洩に関するこれまでの経緯（重要事象の抜粋） 

【２０２２年】 

時期 経緯の概要 

７月 ８日（金） ・室蘭市水道部がＳＳ前面道路の試掘を実施 

７月１１日（月） ・試掘の際に油臭ありの連絡が北海道エネルギーから ENEOS にあり 

・地下タンク、配管の点検（消防法に基づく微加圧検査等）を実施 

・レギュラーガソリン配管の異常を検知 

７月１２日（火） ・室蘭市消防本部に報告 

７月１４日（木） ・追加の地下タンク・配管点検（加圧検査）を実施 

７月１５日（金） ・追加点検でも異常が確認されたため、ＳＳの営業を停止 

８月 １日（月） ・①土壌ガス調査開始 

８月１２日（金） ・①土壌ガス調査結果（ベンゼンを検出）を北海道環境生活部に報告 

８月１７日（水） ・②ＳＳ敷地内の土壌ボーリング調査を開始（７地点） 

８月３１日（水） ・②土壌ボーリング調査の結果を北海道環境生活部に報告 

１０月１１日（火） ・③ＳＳ敷地外の土壌ボーリング調査を開始（２０地点） 

１０月１９日（水） ・④ＳＳ敷地内の追加の土壌ボーリング調査を開始（２地点） 

資料① 



時期 経緯の概要 

１１月２５日（金） ・③④ＳＳ敷地内外の土壌ボーリング調査結果を室蘭市に報告 

【敷地内】 

区分 
調査地点数 

（基準超過地点数） 
測定値（最大値） 基準値 

土壌 ９（７） ０．９１mg/L ０．０１mg/L 

地下水 ９（８） ５．１  mg/L ０．０１mg/L 

 

【敷地外】 

区分 
調査地点数 

（基準超過地点数） 
測定値（最大値） 基準値 

土壌 ２０（１） ０．０６２mg/L ０．０１mg/L 

地下水 ２０（２） ０．３３  mg/L ０．０１mg/L 
 

１２月上旬 ・揚水ばっ気装置の設置完了 

・稼働に向け、汚染水処理後の処理水をサンプリングし分析（３２項目） 

１２月１９日（月） ・⑤漏洩範囲特定のため、追加でＳＳ敷地外の土壌ボーリング調査を開始

（３地点） 

【２０２３年】 

時期 経緯の概要 

１月１１日（水） ・⑤ＳＳ敷地外の追加土壌ボーリング調査の結果、地下水から基準値を超

えるベンゼンを検出 

区分 
調査地点数 

（基準超過地点数） 
測定値（最大値） 基準値 

土壌 ３（０）   ０．００２mg/L ０．０１mg/L 

地下水 ３（３）  ０．４６ mg/L ０．０１mg/L 
 

１月１１日（水） ・揚水ばっ気処理水の分析結果判明（問題なし） 

・行政から稼働許可取得 

１月１６日（月） ・揚水ばっ気開始予定 

 

以 上 

 

 



ＳＳ敷地内・外におけるボーリング調査結果について 

 

（１）ＳＳ敷地内調査結果（合計９地点・・・初回調査：〇 追加調査：☆） 

 

資料② 

歩道 歩道 

歩道 歩道 

：土壌及び地下水ともに基準超過 

：地下水のみ基準超過 

：異常なし（基準値内） 

Ｄｒ. Ｄｒｉｖｅ 

室蘭高砂店 

中島・鷲別大通 

① 

① 



（２）ＳＳ敷地外調査結果（合計２３地点・・・初回調査：〇 追加調査：☆） 

 

資料② 

歩道 歩道 

歩道 歩道 

：土壌及び地下水ともに基準超過 

：地下水のみ基準超過 

：異常なし（基準値内） 

Ｄｒ. Ｄｒｉｖｅ 

室蘭高砂店 

中島・鷲別大通 



 

 

 

現時点において推定される漏洩時期と漏洩量について 

 

（１）漏洩時期 

 ２０２０年１０月時点でのタンクおよび配管の法定点検では問題無し 

 漏洩覚知後の２０２２年７月に実施した同一点検では異常が検出 

 同時に実施した地下タンクの漏洩検知管の点検においても、２０２０年１０月時点

では汚染は確認されず、２０２２年７月の点検で汚染があったことを確認 

→ 「２０２０年１０月以降」に漏洩が生じたと推定 

 

 

（２）漏洩量 

・２０２２年７月の点検で異常を検知した、レギュラーガソリンの１系統の配管から

漏洩したものと考えられることから、２０２０年１０月以降の当該配管が接続され

た地下タンクの欠減率とそれ以前の欠減率の差※から漏洩量を推定 

 ※ガソリンは揮発性物質である（＝欠減が発生する）ことから、欠減量そのものではなく、欠減率の

差から漏洩量を推定 

→ 「２，１００リットル」と推定 

 

 

現時点において上記のとおり、漏洩時期および漏洩量を推定いたしましたが、引き続

き専門家の協力を得ながら、地中の腐食環境を調査し腐食の進行速度の推定を行うこと

で漏洩時期の推定を試みる等、継続して調査を実施してまいります。 

 

 

以 上 

資料③ 



 

 

 

今後の対応について 

 

（１）追加検査（PET）の継続実施 

検査実施期間は２０２３年１月３１日（火）までとしているものの、病院によっては

混雑しているケースもあることから、より多くの方々に受診していただくために、期間

に拘らず柔軟に対応いたします。 

 

 

（２）土壌・地下水汚染の浄化作業 

当社としては、今後、土壌の入替等の浄化作業を実施して参ります。 

ただし、当該作業の計画策定にあたっては汚染範囲を特定する必要があるため、  

再度、敷地外の調査を実施いたします。 

汚染範囲を特定後、室蘭市とも協議の上、当該作業の計画を策定し、可能な限り早 

く浄化作業に着手いたします。 

なお、当該作業開始までに汚染がさらに拡大することを防止するため、1 月 16 日 

より揚水ばっ気による地下水の浄化作業を行います。 

※揚水ばっ気：汚染された地下水を汲み上げて、ばっ気装置でベンゼンを取り除くもの 

（フロー図は別紙のとおり） 

 

以 上 

資料④ 



 

別 紙 


